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社会潮流について
〇総合計画「後期基本計画」策定に向け、我が国全体の社会的潮流を整理

（出典）経済産業省資料
①将来人口予測
総人口は減、少子高齢化が進行

③高齢者と現役世代の推移予測
高齢者増加幅は落ち着くも現役世代減少が加速

②少子化の進行
出生数・率は今後も継続して減少

④100歳以上の高齢者の推移
2050年ごろには高齢者数が50万人を超える見込み
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社会潮流について
⑤人口構成の推移
ピラミット型⇒つりがね型⇒つぼ型に変化

（出典）国立社会保障・人口問題研究所資料２



社会潮流について
⑥単身世帯・高齢者世帯割合の推移
単身世帯・高齢者世帯は今後も増加し約４割に

⑦平均寿命の推移
60年の間に約20年も延伸

⑧平均寿命・健康寿命の推移
平均寿命と連動し健康寿命も延伸（ただし不健康期間は横ばいで推移）・老後期間も延伸

（出典）経済産業省・
国土交通省資料
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社会潮流について
⑨高齢者の体力・運動能力
高齢者の若返りが進行

⑩高齢者の就労希望（平成26年度調査）
70歳以降も働きたい高齢者が８割程度

（出典）経済産業省・
国土交通省資料

⑪高齢者の就業者数・就業率
65～69歳の就業率は上昇傾向に
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社会潮流について
⑫若い世代の人口
今後、若者（20～39歳）の人口減少が顕著に

⑬地区別に見た将来人口
2045年までに７割超の市区町村で人口が２割以減

⑭人口の低密度化と地域的偏在の進行
一部を除き人口が増加する地域は都市部のみに

（出典）国土交通省・経済産業省・内閣官房資料

⑮都市部の自治会加入率の低下
都市部をはじめ自治会加入率は大きく低下

５



社会潮流について
⑯正規・非正規雇用者数の推移
非正規雇用は増加し約４割に

⑰女性の就労者数・割合の推移
就業率は上昇傾向で約５割に

⑱副業希望者の推移
今後も増加する傾向

（出典）国土交通省・経済産業省・内閣官房資料

⑲共働き世帯の推移
共働き世帯は1,000万世帯を突破、専業主婦世帯の倍に
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社会潮流について
⑳人生100年時代の到来
人生のマルチステージ化により人生設計・キャリア形成の選択肢が多様化

教育
～２２歳

仕事
２３～６５歳

引退
６５歳～

今までの
人生

これから
の人生

教育
～２２歳

引退
100歳

仕事

副業

起業・創業

学び直し

自分探し

ボランティア

子育て

複数のステージを行き来

（人生100年時代に必要なこと）
〇健康や良好な人間関係
〇仕事や役に立つスキル
〇変化に対応する能力

（参考）LIFE SHIFT(ライフ・シフト)100年時代の人生戦略
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社会潮流について
㉑「Society 5.0」社会の到来
技術革新で社会や暮らしは大きく変革

（出典）経済産業省・内閣府資料
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社会潮流について
㉒ＳＤＧｓ(持続可能な開発目標)の取組
地球上の誰一人として取り残さないことを目指す（2016～2030）
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社会潮流について
㉒これからの働き方や生き方の変化
Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0社会や人生100年時代の到来で「個人が幸せや生きがいを感じられる人間中心の社会」に

（出典）経済産業省資料
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①人口減少・少子高齢化は進展
②健康寿命の延伸で100年生きる時代に
③年齢や性別、国籍に関係なく
生涯活躍する時代
④ＩＣＴの技術発展で高い利便性と快適さ
を得られる時代

以上を踏まえると、
人間中心の「楽しい」「嬉しい」「心地良
い」などの価値軸が一番大事にされる時代
になっていく

社会潮流について（まとめ）
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